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「原発ゼロ基本法の制定をめざす市民のつどい」の開催について（紹介） 

 

日頃からのとりくみに敬意を表します。 

 安倍政権は、第 5次エネルギー基本計画案を策定し、原発・石炭をベースロード電源と

し、破綻が明らかな核燃料サイクル政策も従来路線を継続させようとしています。それは

憲法や沖縄の問題と同じように民意無視、現実無視の傲慢な政策が原発問題でも貫かれて

います。 

一方、その動きに対抗するように今国会で立憲民主党など野党 4党による「原発ゼロ基

本法」（案）が提出され、本格的にエネルギー政策の議論が展開されることが期待されて

いますが、安倍政権は議論さえしようともしていません。 

 今後、「原発ゼロ基本法」の制定に向けては、院内だけではなく院外での取り組みの強

化が求められています。国民的意識や議論を高めるとともに、議員や政党との関係も強化

していかなければなりません。フォーラム平和・人権・環境、原水爆禁止日本国民会議は

下記のとおり標記のつどい（集会）を開催いたしますので、ご紹介いたします。よろしく

ご参加をお願いいたします。 

 

記 

 

原発ゼロ基本法の制定をめざす市民のつどい 

1．日時   6月 28日（木）18:30開場 19:00～20:30集会 

2．会場  なかの ZERO 大ホール 

        中野区中野 2－9－7   電話 03－5340－5000 

        ＊JRまたは東京メトロ東西線中野南口から徒歩 8分 

3．主催  さようなら原発 1000万人アクション実行委員会 

4．入場 無料 

5．内容  主催者あいさつ（鎌田慧さん） 

ミニ提起 「脱原発のゆくえ」  

「原発ゼロ基本法」制定をめざして 立憲民主党 

各政党からの決意表明（社民党、共産党、自由党） 

行動提起 

閉会あいさつ 

6．参加要請  関ブロ近県単会 紹介（事務局は参加未定）      

以上 


